
利根川水系鏑川圏域河川整備計画（変更）

平成２２年３月

群 馬 県



本変更計画は、平成１９年９月台風９号の出水に伴う、河川整備計画の一部変更である。
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第１章 圏域の概要

鏑川は、群馬県と長野県の県境に位置する物見山付近に源を発して南東へ

と流下し、市野萱川、南牧川を合流しながら妙義山麓を下り東に進路を変え、

雄川、高田川を合わせて富岡市街地を流下し、さらに鮎川を合流して高崎市

で烏川へと流れ込む流路延長58.8km、流域面積632.4km2、69支川を持つ本県

西部地域を代表する一級河川である。このうち鮎川合流後の下流３㎞が国土

交通省管理区間であり、それ以外は県管理区間である。

鏑川圏域の北西部と南側は、妙義

・荒船山地と関東山地を中心に標高

1,000ｍを超える山々をなし、そこか

ら下流に向かい、丹生丘陵地や小幡

丘陵地など100ｍから600ｍ程度の起

伏を持つ丘陵山地が分布し、鏑川の

上流地域を形成している。下流地域

は圏域の北東部で、下位が砂礫台地、

上位がローム台地の河岸段丘が発達

し、さらに下流は氾濫原性の低地と

なっている。

上流地域の特徴は、妙義山や荒船

山などの大岩壁からなる山々や急峻

な地形に作られた段々畑などである。
図 鏑川圏域位置図

下流地域は、段丘面を利用して市街地や農耕地が形成されている。

圏域内の地質は、上流地域の妙義山周辺は火山活動による安山岩類で覆わ

れており、南部山間地域は変成岩類及び秩父古生層から成り、下流地域は第

三紀層の頁岩や砂岩を基盤とし、その上を第四紀の関東ローム等の堆積物が

覆っている。

圏域内の気候は、内陸性の気候で積雪も少なく、年平均降水量は1,200mm前

後で県内でも降水量が少ない地域であり、比較的温暖で過ごしやすい地域と

言える。また、この圏域には豊かな自然が存在し、多くの動植物が生息・生

育している。

このような環境から圏域内では古くから人々の生活が営まれ、縄文・弥生

期の遺跡も数多く点在しており、中でも富岡インターチェンジ附近の中高瀬

観音山遺跡は弥生時代における高地性集落の可能性を示す貴重なものとなっ

ている。また、奈良時代初期の多胡郡建郡を記念して建てられた日本三古碑

の一つである多胡碑、日本名水百選の雄川堰が流れ、武家屋敷、庭園など江
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戸時代の面影を残す城下町小幡、明治期における我が国の近代産業の先駆的

役割を果たした官営富岡製糸工場などがある。

鏑川とその支流が流れる市町村は、下仁田町、南牧村、富岡市（旧妙義町

含む）、甘楽町、吉井町、藤岡市、高崎市の７市町村であるが、特に鏑川と密

接な関わりがあり、沿川に生活圏があるのは、下仁田町、南牧村、富岡市、

甘楽町、吉井町の５市町村である。鏑川圏域は、これら５市町村、人口約11

万人から成り、その内富岡市に約50％の人々が集中しており、富岡市を中心

とした生活形態となっている。近年の人口の推移は、山間地域は過疎化によ

り減少傾向にあり、市街地周辺地域は増加傾向であるため、圏域全体として

はほぼ横這い状態となっている。

東京圏から身近な距離にあり、富岡市を中心とする市街地と山間地の緑豊

かな自然環境を有している当圏域では、今後、都市交流型農業への取り組み

や余暇活動の場としての利用等により進展が見込まれている。
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第２章 河川の現況と課題

第１節 河川の概要

鏑川圏域には県が管理する河川が66あり、国が管理する烏川へ注いでいる。
これらの県が管理する河川を表1-1に、河川図を次頁に示す。

表１－１ 鏑川圏域内一級河川一覧表
番号 河 川 名 延 長(Km) 番号 河 川 名 延 長(Km)
１ 鏑 川 ５５．２ ３６ 涸沢川 ８．１
２ 土合川 ６．６ ３７ 下川 ３．８
３ 矢田川 ３．６ ３８ 城川 １．３
４ 西谷川 １．５ ３９ 浅香入川 ３．９
５ 越沢川 ２．８ ４０ 内匠川 １．４
６ 足沢川 ２．０ ４１ 野上川 ５．６
７ 大沢川 ７．３ ４２ 岩染川 ２．４
８ 長根川 １．２ ４３ 立沢川 ２．４
９ 八束川 ２．２ ４４ 蚊沼川 ５．８

１０ 東谷川 ２．３ ４５ 中沢川 ２．５
１１ 申田川 ５．３ ４６ 横瀬川 ３．７
１２ 天引川 ７．０ ４７ 栗山川 ７．２
１３ 白倉川 ９．４ ４８ 南牧川 １９．４
１４ 三途川 ２．２ ４９ 青倉川 ６．５
１５ 堂の入川 １．３ ５０ 桑本川 ３．３
１６ 庭谷川 ５．１ ５１ 平原川 １．６
１７ 坂口川 １．３ ５２ 大塩沢川 ３．７
１８ 星川 ９．５ ５３ 桧沢川 ３．５
１９ 蕨川 １．８ ５４ 椚沢川 １．６
２０ 藤木川 ２．０ ５５ 大仁田川 ５．７
２１ 小桑川 １．１ ５６ 底瀬川 ３．７
２２ 桑原川 ３．２ ５７ 星尾川 ３．３
２３ 温沢川 １．８ ５８ 馬坂川 ３．０
２４ 高田川 ２１．６ ５９ 小坂川 ７．３
２５ 丹生川 ８．４ ６０ 入沢川 ３．０
２６ 打越川 ３．５ ６１ 馬居沢川 ３．５
２７ 駒寄川 ０．５ ６２ 市野萱川 ８．４
２８ 大牛川 ３．１ ６３ 道平川 ２．３
２９ 諸戸川 ２．５ ６４ 相沢川 ２．０
３０ 菅原川 １．５ ６５ 屋敷川 ２．３
３１ 大桁川 １．０ ６６ 黒川 ２．８
３２ 矢沢川 １．５
３３ 雄川 １５．７
３４ 裏根川 １．５
３５ 赤谷川 ３．３
※１．河川名の順番は、下流から上流に向かって鏑川へ合流する順である。
２．河川名の凹凸は、鏑川における支川の次数を表している。
３．鏑川支川の鮎川水系４川（鮎川、猿田川、鈩沢川、鍛冶屋沢川）は、藤岡市内の河川

で社会基盤が同じ神流川圏域河川整備計画に含まれる。
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第２節 洪水による災害の発生の防止又は軽減に関する事項

鏑川圏域内における過去の大きな水害は、昭和22年のカスリーン台風、昭

和23年のアイオン台風、昭和24年のキティ台風による洪水を始めとし、近年

においては昭和49年、昭和57年、昭和58年、平成10年、平成11年、平成13年、

平成19年等で洪水による床上浸水を伴う水害が発生している。

特に昭和57年の台風10号による洪水は、床上床下合わせて156棟の家屋や17.

3ヘクタールの農地が浸水するなど多くの被害が発生し、圏域内に住む人々の

記憶に残るものとなっている。

また、平成19年の台風９号では、流域内の観測所の一部では３日間500mmを

超える降雨があり、鏑川本川沿いの未改修の無堤区間では局所的に床上床下

浸水が発生した。圏域内全体でも、浸水被害は過去最大の戸数となっており、

被害の大きさが際だっている。

鏑川圏域における治水事業としては、昭和29年頃から洪水氾濫のあった支

川を中心に事業が実施され、長根川、庭谷川、大牛川、大沢川、南牧川など

河川改修事業が完了している。また、鏑川沿川の治水対策として平成４年度

に道平川ダムが、大仁田川沿川の治水対策として平成13年度に大仁田ダムが

完成した。さらに市街地内を流下し過去において幾度となく洪水被害が発生

している高田川は、昭和63年度から改修事業に着手し平成15年度に改修が概

成している。また、同様に蚊沼川においても、市街地内の浸水発生が多発す

る箇所が平成19年度に改修が概成したことから、被害の軽減が図れている。

このような治水施設の整備により大きな水害は減少しているものの、鏑川

本川下流部や局所的な低地部などでは、未だに浸水被害が発生しており、浸

水被害軽減のための治水事業が今後とも必要である。近年における鏑川流域

内の被害状況は、表2-1のとおりである。

平成19年9月 鏑川浸水状況（吉井町） 平成19年9月 鏑川出水状況（下仁田町）
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第３節 河川の利用及び流水の正常な機能の維持に関する事項

鏑川圏域の河川の水利用は、古くから農業用水が主体であるが、しばしば

渇水時において水不足が発生していたため、昭和33年度から国営鏑川農業水

利事業により大塩、丹生、竹沼の貯水池が整備され、南牧頭首工、下仁田頭

首工及び中村堰などから取水が行われている。

水道用水の鏑川からの取水においては、給水区域の拡大や生活様式の変化

に伴う水需要の増加に対応するため道平川ダムが建設され、下仁田町、富岡

市、吉井町及び甘楽町の北部に供給するための水を確保している。また、支

川部からの取水については、基礎岩盤が浅く井戸等地下水の利用が困難な地

域特性から、水源のほとんどが不安定な沢水や湧水などであるため、大仁田

ダムを建設し南牧村の水道用水を確保している。

なお、多くの水力発電所を持つ群馬県内において、鏑川の流水は水力発電

に利用されていない。

近年における鏑川の流況は、表2-2のとおりである。

表2-2 鏑川（岩井観測所）における近年の流況

出典：流量年表（日本河川協会）等より作成

第４節 河川環境の整備と保全に関する事項

鏑川圏域の上流地域は、妙義荒船佐久高原国定公園に指定され、豊かな自

然環境が残っている。この地域を流れる河川は、山間地の渓流河川となって

おり、河床部には大きな石が多く、水の流れは変化に富み、イワナ、ヤマメ、

ギバチなどの清流を好む魚や、貴重種であるシマドジョウやカジカ、ヨシノ

ボリなどの底生魚が生息している。

下流地域の鏑川本川では、一部築堤区間があるが概ね堀込河道の形態で、
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川幅も広く河床勾配も緩やかになり中州や大きな淵が見られ、オイカワ、モ

ツゴ、ギンブナなど回遊魚やヨシノボリや貴重種であるカマツカなどの底生

魚が生息し、アユやニジマスなどが放流されている。下流地域の支川は、都

市部及び都市近郊の田園地帯を流れる河川の様相を呈しており、一部築堤河

道もある。また、本川に比べ深い川もなく、地域の人々にとって近づきやす

く身近に感じることのできる河川となっている。

河川の水質については、鏑川全区間に環境基準Ａ類型が指定されており、

下流部の環境基準点である鏑川橋におけるＢＯＤの環境基準の状況は、平成

12年以降達成されていたが、平成16年より未達成が続いている。

また、吉井町、富岡市、甘楽町においては、豊かな自然と地域の歴史・文

化的遺産などを結ぶ河川を中心とした水と緑のネットワーク計画が策定され

るなど、川への関心も高まっている。その中でも吉井町の大沢川では地域住

民の意見を生かした住民参加型の川づくりが実施された。また、ホタル等水

生昆虫の保護及び復活が丹生川などの地域住民の取り組みで行われており、

人と河川との結びつきを回復する努力が始まっている。

なお、圏域内のほとんどの河川で漁業権が設定されており、上流地域では

イワナやヤマメを目的とした渓流釣り、下流地域ではアユの友釣りなどが行

われ、多くの釣り人に利用されている。
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第３章 河川整備計画の目標に関する事項

第１節 計画対象区間及び計画対象期間に関する事項

・計画対象区間は、圏域内一級河川の県管理区間すべてとする。

・計画対象期間は、一連の河川事業の完成によって効果が期待できる今後概

ね30年間とする。なお、社会状況、災害の発生状況等に応じて、適宜見直

しを行うこととする。

第２節 洪水による災害の発生の防止又は軽減に関する事項

鏑川圏域において、多くの支川にて洪水被害を発生させた昭和57年８月

の台風10号と同じ洪水（概ね10年～20年に１回程度発生する規模の洪水）

による家屋への浸水被害を防止することを目標とする。

雄川、蚊沼川は、市街地を流下するため概ね30年に１回程度発生すると

予想される洪水による家屋の浸水被害を防止することを目標とする。

また、河川規模が大きい鏑川本川は、未改修の無堤区間で浸水被害が発

生した平成19年９月の台風９号による洪水と同程度の概ね50年に１回程度

発生すると予想される洪水による家屋の浸水被害を防止することを目標と

する。

第３節 河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する事項

鏑川圏域の河川において水質、動植物の生息・生育を配慮した水環境の

保全のため、そして河川水の利用が支障なく行われるために最低限維持す

る流量の具体的数値については、健全な水循環系の構築ならびに適正な水

利用のあり方等について今後慎重に検討しつつ定めていくものとし、この

ために必要となる流量調査、水利用実態調査等を行い詳細な河川水の利用

状況の把握に努める。

第４節 河川環境の整備と保全に関する事項

鏑川圏域内の上流地域を流れる自然豊かな河川においては、現状をでき

る限り維持することにより動植物の生息・生育に適した環境及び景観の保

全に努める。

下流地域の河川においては、市街地を流れ河川利用が多いことから、地
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域の方々の意見も聞きながら親水性及び周辺との調和を考慮した、人と河

川とのふれあいの場となるよう整備するとともに、生態系に配慮し、動植

物の生息・生育に適した環境及び景観の保全に努める。

特に、貴重種が生息する箇所については、学識経験者等の意見を踏まえ

ると共に、生物にとって重要な河床や河岸等の河川全体の環境保全に努め、

縦断的な連続性の確保や瀬や淵の保全など生物の生息・生育・繁殖環境の

保全に努める。
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第４章 河川整備の実施に関する事項

第１節 河川工事の目的、種類及び施行場所並びに設置される河川管理施設

の機能の概要

河川整備計画の目標を達成するための方策として、次のとおり河川の整

備を効果的かつ経済的に実施する。

また、工事の実施に際しては、河川の水利用の現状を調査し支障なく適

正な水利用ができるよう、水辺環境に配慮し、人と川とがふれあうことの

できるよう考慮する。

なお、計画対象期間において、整備を予定するのは表４－１の区間とす

る。

表４－１ 整備を予定する区間

河川名 整備を予定する区間 延 長

鏑 川 ①吉井工区：多胡橋下流約300ｍから多胡橋上流約880ｍまで 約1,080ｍ

②下河原工区：東部大橋下流約810mから下流約200ｍまで 約 610ｍ

丹生川 竹ノ下２号橋下流約350ｍから栄橋まで 約1,400ｍ

雄 川 鏑川合流から清水橋まで 約 600ｍ

蚊沼川 ①本川区間 ：岩崎橋から堤橋まで 約2,000ｍ

②放水路区間：中沢川から塩の入川合流点下流まで

また、当該河川工事の施行場所以外に浸水被害が発生した箇所については、

現地状況に適した治水対策を行い、当面の安全性を確保する。
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〔鏑 川〕吉井工区

多胡橋上下流の鏑川では、河積（川の断面積）が小さく、河道も屈曲し

ており、宅地及び農耕地に浸水被害が発生している。このため、河道の拡

幅と線形改良により、概ね50年に１回程度発生すると予想される洪水を安

全に流下させる。

改修に当たっては、自然石等の自然な素材を使用し植生の回復及び保全

を図り自然豊かな水辺の整備に努める。

施工区間 多胡橋下流約300ｍから多胡橋上流約880ｍまで

延 長 Ｌ＝約1,080ｍ

整備内容 河道掘削工、護岸工、築堤工

平 面 図
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代表横断図（多胡橋上流約700ｍ地点）

（単位：m3/s）
計画流量配分図
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橋
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多胡橋下流約300m地点～

3,200鏑川

施工区間

施工区間 多胡橋地点

多胡橋上流約100m地点～
多胡橋上流約880m地点
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〔鏑 川〕下河原工区

鏑川上流部の下河原地区は、無堤区間があり、宅地及び学校校庭等に浸

水被害が発生している。

このため、築堤工により、概ね50年に１回程度発生すると予想される洪

水を安全に流下させる。

改修に当たっては、貴重種の生息環境を保全するため、河床や水際の改

変をできるだけ抑制するなど、自然環境の保全に努める。

施工区間 東部大橋下流約810mから下流約200ｍまで

延 長 Ｌ＝約610ｍ

整備内容 築堤工、護岸工

平 面 図
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代表横断図（東部大橋下流約750ｍ地点）

（単位：m3/s）

計画流量配分図
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［丹生川］

丹生川の薬師橋下流から栄橋までの区間は、河積（川の断面積）が小さ

いとともに河道の線形が悪く、農耕地等に浸水被害が発生しており、また

下流改修済み区間のうち竹ノ下２号橋下流約350ｍ区間の左岸側は無堤区間

と堤防高が低い区間がある。

このため、河道の拡幅、線形改良及び築堤を実施し、概ね10年に１回程

度発生すると予想される洪水を安全に流下させる。

改修に当たっては、親水性や植物の生育等に配慮した1:2.0勾配の土羽を

基本とし、護岸は構造物付近や水衝部等必要最小限の箇所のみとするとと

もに、みお筋をつくるなど自然豊かな水際の整備に努める。

施工区間 竹ノ下２号橋下流約350ｍから栄橋まで

延 長 Ｌ＝約1,400ｍ

整備内容 河道掘削工、護岸工、築堤工、橋梁架替工

平 面 図
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代表横断図（薬師橋上流約500ｍ地点）

（単位：m3/s）
計画流量配分図
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〔雄 川〕

雄川の清水橋から下流約300ｍの区間および、鏑川合流より上流約300ｍ

の区間は、現状では十分な河積（川の断面積）が確保されていない。

このため、河道の拡幅、河床掘削等により、概ね30年に１回程度発生す

ると予想される洪水による家屋の浸水被害を防止する。

改修に当たっては、自然石等の自然な素材や地被植物が生えやすい多孔

質なブロック等を使用し、自然豊かな水際の整備に努める。

施工区間 鏑川合流から清水橋まで

延 長 Ｌ＝約600ｍ

整備内容 河道掘削工、護岸工、築堤工

平 面 図
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代表横断図（鏑川合流上流約300m地点）

代表横断図（清水橋下流約200m地点）

（単位：m3/s）
計画流量配分図

380 405
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［蚊沼川］

蚊沼川下流部の神農原地区において、河積（川の断面積）が小さく、宅

地、農耕地、国道254号及び上信電鉄に浸水被害が発生している。

このため、下流部の河道拡幅と上流部の塩の入川合流部から中沢川に放

水路を整備し、概ね30年に１回程度発生すると予想される洪水を安全に流

下させる。

改修に当たっては、地被植物が生えやすい多孔質なブロック等を使用し、

自然豊かな水際の整備に努める。

施工区間

①本川区間

岩崎橋から堤橋まで 延長 約1,500ｍ

②放水路区間

中沢川から塩の入川合流点下流まで 延長 約500ｍ

延 長 Ｌ＝約2,000ｍ

整備内容 河道掘削工、護岸工、分水施設工、橋梁架替工

平 面 図
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代表横断図（岩崎１号橋上流約1,000ｍ地点）

代表横断図（中沢川合流点上流300ｍ地点）

（単位：m3/s）
計画流量配分図
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第２節 河川の維持管理の種類

（１）河川の維持管理の目的

鏑川圏域内の維持管理は、河川のもつ特性や沿川の土地利用状況を踏ま

えつつ、「災害の発生の防止」、「流水の正常な機能の維持」、「河川の適正

な利用と保全」、「河川環境の整備と保全」の観点から総合的に行う。

（２）河川の維持の種類及び施行の場所

ア 災害発生防止のための管理

（ａ）河川管理施設の維持管理

鏑川圏域の河川において日常的に以下のとおり維持管理を行う。

（河川内の維持管理）

・河川内に堆積した土砂や草木の繁茂などの影響により河川管理上

支障となる場合は、河川環境に配慮しつつ、堆積土の除去、立木

の伐採、草刈りなどの必要な対策を行う。

（堤防・護岸の維持管理）

・堤防が不同沈下、法崩れ、ひび割れ等により弱体化した場合は、

堤防の嵩上げや腹付けなどの必要な対策を行う。

・護岸の亀裂など河川管理施設の異常を早期に発見するため、定期

的な河川の巡視を行うとともに、異常を発見した場合には、速や

かに修繕などの必要な対策を行う。

（河川占用施設の維持管理）

・取水堰や橋梁などの占用施設で河道の洗掘や断面の阻害などの河

川管理上支障となるものについては、施設管理者と調整し適切な

処置に努める。また、施設の新築や改築にあたっては、施設管理

者に対して、治水上の影響、河川環境の保全について指導する。

（地域住民等との協働による維持管理）

・地域住民やＮＰＯ、ボランティア団体などと協力して河川環境の

保全を行うため、草刈りや河川清掃などの河川愛護活動を積極的

に支援する。また、多くの方の住民参加が得られるよう広報やＰ

Ｒ活動に努める。

（県営ダムの維持管理）

・道平川ダム及び大仁田ダムについては、ダム本体、貯水池及びダ

ムに係わる施設等を常に良好に保つために必要な計測・点検を行

い、その機能の維持に努める。
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（ｂ）河川情報の管理

河川の水位・流量や流域内の降雨などの河川情報を観測・収集して、洪

水時の避難や渇水時の節水などを判断する基礎情報とする。

イ 洪水管理

平時から、水防団をはじめ地域住民に対し、浸水想定区域や洪水氾濫危

険箇所を周知するとともに、災害関連情報の提供による水防意識の高揚を

図るための広報活動を実施し、防災関係機関（報道機関、消防、警察、通

信、電力等）との協力体制の維持強化を図る。

ウ 地震対策

気象庁が発表する震度が所定の値以上の場合には、速やかに震度や災害

の規模に応じた体制を確保し、河川管理施設等の点検を行う。また、河川

管理施設等に被害が発生した場合には、速やかに応急復旧作業を実施する。

エ 水量、水質への対応

（ａ）水量、水質の監視

地域住民や関係県部局との連携のもと水量、水質の監視を行う。

（ｂ）啓発活動

関係機関と連携を図り、節水意識の向上や生活雑排水を直接河川へ流さ

ないよう呼びかけるなど啓発活動を行う。

（ｃ）水質事故への対処

有害物質が河川に流出するなどの水質事故は、生息・生育する動植物の

みならず、水利用者にも多大な被害を与える。そのため、日頃から関係機

関との連携に努め、事故防止への注意を喚起するとともに、事故発生時に

は迅速に対応し、被害の軽減に努める。

オ ゴミ、土砂、車両等の不法投棄の防止

関係機関と連携を図り、地域と一体となった一斉清掃等の河川美化運動

の実施、河川巡視の強化、警告看板の設置等により、ゴミや土砂、産業廃

棄物、車両、船舶等の不法投棄の未然防止に努めるとともに、不法投棄を

発見した場合は、ただちに原因者に撤去させる。
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第５章 河川情報の提供、地域や関係機関との連携等に関する事項

第１節 河川情報の提供に関する事項

（１）常時の情報提供

インターネットの活用、パンフレットの配布、イベントの開催等により、

河川に関する様々な情報の提供を行い、河川整備に関し広く理解を得られる

ように努める。

（２）洪水時の情報提供

河川整備目標の実現までには、長期間を要すること、また、計画を上回る

規模の降雨が発生する可能性もあるため、降雨の状況や河川水位の情報をリ

アルタイムで収集し、関係機関や地域の住民に提供することにより水防活動

や避難行動等の対策の支援を迅速に行い浸水被害の軽減を図る。

第２節 地域や関係機関との連携等に関する事項

（１）常時の連携

河川整備の実施にあたっては、国の河川事業、下水道事業、流域市町の排

水事業等の流域内の関連事業と連携を図る。さらに、流域全体を視野に入れ

て適正な河川の管理を行うため、開発行為や土地利用について流域市町や関

係機関と連携を図る。

また、良好な河川環境を保全して行くために、流域の住民の理解と協力が

なくてはならないことから地域住民との連携、協力体制の確立に努める。

油等の流出による水質事故が発生した際は、事故状況の把握、関係機関へ

の連絡、被害の拡大防止措置、河川や水質の監視、事故処理などを迅速に原

因者や関係機関と協力して行う。

（２）洪水時の連携

河川管理者と防災関係機関（報道機関、消防、警察、通信、電力等）との

防災情報伝達に努める。
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